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I . . . Albert Camus, Théâtre, Récits, Nouvelles, Gallimard，« Bibliothèque de
la Pléiade »，1962 ; édition utilisée : 1974.
II . . . Albert Camus, Essais, Gallimard，« Bibliothèque de la Pléiade »，



































盻 Préface à la réédition de L’Envers et l’endroit, II, p. 12.
眈 Caligula, I, p. 16.
眇 La Peste, I, p. 1469.
眄 « Le Renégat »，L’Exil et le royaume, I, p. 1582.



























眤 Les Voix du quartier pauvre, in Cahiers Albert Camus 2, Ecrits de jeunesse
d’Albert Camus, Gallimard, 1973, p. 287.




























































































































































（L’Etranger, I, p. 1173）。「彼（予審判事）は，いきなり，ママンを愛していたか
どうかを僕に尋ねた。『はい，皆と同じように』と，僕は答えた」（I, p. 1174）。





























































































































『ペスト』のコタールが使った「皆，同じ風呂の中にいる（tout le monde est
dans le bain）」という表現を，クラマンスが「皆を風呂の中に叩き込む（met-





















































































































お わ り に
カリギュラ，コタール，背教者，クラマンスの 4人の人物は，いかに孤独
を逃れるか，いかに他者との関係を築くか，ひとりで苦しんでいる人間にとっ
てどのような関係が可能かという問題を提起している。
カリギュラは，愛する者を失った自らの苦悩を理解させるために，ローマ市
民を彼と同じ不幸の中に生きさせる。コタールは，オラン市民を彼と同じ不幸
の中に陥れるペストを歓迎する。背教者は，隷属の中で他者とむすびつくため
に，物神の悪の支配を望み，新しい宣教師を射殺する。クラマンスは，裁きを
回避し，他者を支配するために，全人類を罪の中に引きずり込もうとする。彼
らは人間の愛情や友情，連帯を否定する悪魔的人物であるが，同時に自らの苦
悩を他人に分ちもってもらいたいと願う孤独な人物でもある。
彼らは全ての人間を敵視している。だが，彼らが必要としているのは，苦悩
をともに生きてくれるただひとりの人間ではないか。そのような人間がいれ
ば，人類への敵意は愛に変わるのではないか。その意味で，彼らの物語は，裏
返しの人間愛の物語といえるのではないだろうか。
悪魔は最初から悪魔なのではない。悪魔とは堕ちた天使の謂いである。カミ
ュが描く悪魔的人物は，他者との絆を夢みながら，それがえられないために，
いっそう悪に埋没し，自分も他人も不幸にしてしまう人間にほかならない。彼
らの人間的魅力も，彼らの物語からえられるカタルシスも，そこにあるという
べきであろう。
──文学部教授──
１０２ カリギュラ，コタール，背教者，クラマンス
